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米原機関車避難壕位置図 
〔平成 29 年 12 月 11 日米都計第 357 号の承認により都市計画図白地図を使用。〕 

南東列車壕入口 北東列車壕入口

東列車壕(北東から)東列車壕入口(南東から) 
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おわりに 

 

滋賀県では早くも明治 8(1875)年に大津に陸軍第九連隊が設置されている。この連隊は明治 10 

(1878) 年の西南戦争に参加し、多くの将兵が戦死した。このためその翌年には三井寺の観音堂に紀

念碑が建立されている。この紀念碑は場所は移転しているが、三井寺の境内地に今も残されている。 

さらに大正 7 (1918) 年のシベリア出兵にも参加しており、その戦勝記念の絵馬が現在も三井寺の

絵馬堂に掛けられている。しかし大正の軍縮により第九連隊は京都に移転し、以後滋賀県内に連隊

が設置されることはなかった。このため県内には大きな軍事施設や軍需工場もほとんどなく、戦争

遺跡といえば八日市飛行場の掩体のみが知られる程度であった。 

ところが実際に調査をおこなうと数多くの戦争遺跡の残されていることが明らかとなった。それ

は連隊も設置されていない県にもこれほどの数の戦争に関わった施設があったという驚きでもあっ

た。滋賀県のこの分布数に総力戦の実態を見ることができる。 

戦後 72 年の歳月は多くの戦争にかかわる施設を消滅させた。さらに戦争を知る世代は超高齢化

しており、その実体験を語る人もほとんどいなくなってしまっている。そうした現状で戦争遺跡は

実際に戦争に関わって造られた施設であり、戦争の証言者なのである。今後は戦争の語り部として

保存、活用していかねばならない。 

後に今回の調査で実測をおこなった米原の機関車避難壕が 2017 年 7 月に米原市の史跡に指定

された。滋賀県下において 初の戦争遺跡として史跡指定を受けることとなった。 

 本報告によって戦争遺跡が今後さらに文化財として認識され、語り部として保存されることを願

ってやまない。 
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附 1 滋賀県戦争遺跡一覧表 
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附 2 滋賀県戦争遺跡分布図 




